原爆遺跡の保存の意味を問う by 李 桓
 長崎総合科学大学紀要 第 60 巻第 2 号 245 
*1 工学部 建築学コース 准教授 
 
 2020 年 10 月 19 日受付 












This paper studies the concepts of atomic bomb relics and the meaning of preservation. Points 
regarding synthetic views on historical background, present condition and future vision, and urban 
planning relationship are suggested. 
 


































とは、1945 年 8 月に投下された原子爆弾による「被爆範
囲」にあり、原爆によって何らかの影響を受けた場所や































































































































































確認できる 600 余りの戦前の物から 120 余りの物が「被
爆建造物等」としてピックアップされ、さらにＡ、Ｂ、
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されている。筆者は「被爆の背景」、「現在の背景」、
「将来の見通し」という観点から評価し、そして都市計
画的な位置づけが得られるものが「原爆遺跡」となる保
存の根拠が得られやすくなると考える。したがって、こ
の観点から見ると、現存する遺構は、史跡登録がされた
ものを除けば、不確かな立場にあるものが多い、と言え
る。 
 被爆の歴史を記憶し、より普遍的な平和を考える場の
提供のために、資料館の資料だけではカバーできない情
報を、原爆遺跡は補ってくれることが可能である。そし
て、適切に保存されたものは史料の面にとっても、観光
の面にとってもプラスに働くと筆者は考える。そういう
意味で、原爆遺跡を効果的に保存することが重要である
と考え、その必要性も感じている。現在のような消極的
な保存から積極的な保存へ転換するために、市民、行政、
学際など多方面の努力が不可欠である。 
原爆遺跡の評価を再検討する必要はあり、現状のまま
では新しい可能性は生まれにくく、新しい取り組みが必
要ではないか、と感じている。新しい視点から考察と研
究をさらに深めていきたいと考える。 
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